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年末年始も安心安全を目指して

青色回転灯パトロールを実施しました
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とりささみ…2本　　塩くらげ…２０ｇ　　きゅうり…1/2本

キャベツ…８０ｇ　　にんじん…20ｇ　　もやし…1袋

コーン缶…20ｇ　　切り干し大根…10ｇ　　

調味料　　

　　酢…小さじ１　　塩…少々　　しょうゆ…大さじ１/2

　　ごま油…小さじ1/2　　いりごま…小さじ１

最近めっきり寒くなりましたね。年末年始、体調管理に気を付けて過ごしましよう。
みなさんよいお年をお迎えください。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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2015
平成27年

◆国民健康保険税９期

◆固定資産税３期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（11月30日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,157
± 0

12,347
－ 6

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　今月は、給食で人気のある「チキンサラダ」を町学校給食共同調理場杉山栄

養教諭が紹介します。このサラダは、とりささみが入ることで野菜が食べやす

くなります。また、切り干し大根は給食でもよく使われていて、カルシウムや

鉄、食物せんいがとれてドレッシングにもとてもよく合います。

　共同調理場は、田上中学校の校舎内にあります。13名いる調理員が、米飯の

日は11人、パン・めんの日は10人で給食を作っています。調理場から離れてい

る田上小学校と羽生田小学校へは、調理員、栄養教諭が度々訪れ、子どもたち

と楽しく会食したり、食に関する話をしたりすることで、交流しています。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

子どもたちも、お家
の人と協力して作っ
てみてネ！
　　　　ももねより

作り方 ①とりささみはゆでて冷まし、食べやすくさく。

②塩くらげは、塩抜きし、ゆでて水冷する。

③きゅうりは、せん切りにして、かるく塩でもむ。

④キャベツとにんじんは、せん切りにして茹で、冷ます。

⑤もやしは、水からゆで、沸騰後すぐに水にさらす。

⑥切干大根はもどして3㎝に切り、茹でて、冷ます。

⑦小松菜は3㎝に切り、茹でて冷ます。

⑧調味料を合せ、①～⑥、コーンと和える。器に盛り、ごまをふる。

【担当のコーナー】

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（4人分）

★チキンサラダ　

　11月19日の食育の日に、幼児園の５歳児と給食の野菜を納品して

いる生産者の方と交流会が開催されました。子どもたちからは、「ど

んな野菜をつくっていますか？」「人参は好きですか？」等の質問に

「季節ごとにいろんな野菜を作っています。」や「人参を毎日食べて

いるのでかぜに負けませんよ。好き嫌いなく食べましょう。」と話し

ていただきました。食事中も、生産者の皆さんとの会話もはずみ、

毎日食べる野菜をより身近に感じ、食べ物の大切さを学ぶことがで

きました。
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No.553

お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
学校給食のおすすめレシピ

★田上町学校給食共同調理場の紹介

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

2015
N

o.553
12

《調理のポイント》

　　✿野菜はかために茹で、ささみやくらげの歯ごたえに合せるとおいしいです。

　　✿塩くらげは食感がよくなるので、ぜひ加えてほしいです。

　　✿茹で野菜の水気をよく切り、食べる直前にドレッシングであえる。

給食献立

　　・なめこうどん
　・えびいかかきあげ
　・チキンサラダ
　・洋梨ゼリー
　・牛乳



田上町役場脇
交差点

国道403号バイパス

（仮） 地 域 交 流 会 館 （道 の　駅 等 含 む） 　配　置 図
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問い合わせ：町教育委員会　☎57-6114
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こ　こ　が　ポ　イ　ン　ト　!!こ　こ　が　ポ　イ　ン　ト　!!こ　こ　が　ポ　イ　ン　ト　!!

除雪に関する問い合わせ：役場 地域整備課 施設整備係　　　　57－6223

業　者　名

町道路除雪委託業者の担当地区
担　当　地　区

本田上、川ノ下、上野

川ノ下、上野、山田

中店、湯川、後藤、曽根

中店、湯川、中店嶋、山田

㈱ 平 成 建 設

小 柳 建 設 ㈱

㈱ 渡 大 組

㈲ 武 田 建 設

渡 辺 建 設 ㈱

㈲ゆきつばき観光

業　者　名 担　当　地　区

羽生田、下吉田、青海

本田上、羽生田、下吉田、原ヶ崎

上吉田、川船河

消雪パイプ管理

㈱ 堀 内 組

㈱ 山 内 組

㈱ ヤ マ キ 建 設

㈱ 伊 藤 商 店

中越大栄工業㈱

志 田 電 氣

機械除雪 消雪パイプ

その他

機械除雪

1．路上駐車は絶対にしない！

　作業が遅れるだけでなく、除雪を中止する場合も

　あります。

2．立木の管理はしっかりと！
　私有地の樹木が降雪により道路に垂れ下がること

　があります。道路にせり出している垣根や樹木は

　除雪車の走行に支障をきたします。また立木がカ

　ーブミラーや防犯灯にかかっていることがありま

　す。交通の支障になりますので、所有者の方は処

　理してください。

3．出入り口は各自で！
　除雪の際、どうしても各世帯の出入口を雪でふさ

　いでしまいます。ご迷惑でも各自で手直しをお願

　いします。

4．除雪車には近寄らない！
　除雪車の通行には十分注意を払いますが、危険で

　すので絶対に近づかないでください。

5．除雪の要請は区長さんへ！
　どうしても除雪が必要な場合は、各地区の区長さ

　んまで連絡してください。

6．除雪時間
　除雪作業は沿線を順次行うため、時間帯によって

　はご迷惑をおかけすることがあるかもしれません

　が、ご理解とご協力をお願いします。

1．路上に雪を捨てないで！
　道路に雪を捨てることは禁止されています。路上

　に捨てられた雪は、通行の妨げや交通事故の原因

　にもなります。

　絶対に路上へ雪を投げないでください！

2．消雪パイプの運転休止時間帯
　午後２時～３時、午後４時～５時の時間帯は、節

　水のため消雪パイプを休止します。

　通行には十分ご注意ください。

※一斉雪下ろしにご協力を！
　やむを得ず路上に雪下ろしをしなければならない

　ときは、区長さんと相談して各地区一斉にお願い

　します。その後、道路除雪を行います。

※雪捨て場について
　積雪が増えて雪捨て場が必要になったときは、役

　場の前に雪捨て場を確保します。

※除雪作業のお知らせについて
　町のHPの「注目情報」にて早朝及び日中一斉除雪

　情報が確認できます。

　また、除雪情報は「メール配信サービス」でも配

　信します。詳しい登録方法は、19ページをご覧く

　ださい。

消雪パイプ

その他

本田上、川ノ下、下吉田
原ヶ崎、本田上～坂田

下横場、上横場、川前、保明嶋、下中村
上中村、四ッ合、千苅、石田、坂田

坂田、上吉田、川船河
清水沢、羽生田

青海～湯川、後藤、川前
町道歩道、保明～川船河

昨シーズン降雪量等(平成26年度)
観測月

11月

12月

１月

２月

３月

合計

降雪量（月）

0cm

124cm

47cm

32cm

42cm

245cm

月最大降雪量（日）

0cm

40cm

17cm

16cm

20cm

月最大積雪深

0cm

40cm

17cm

18cm

24cm
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いつも町の除雪作業にご協力いただき

ありがとうございます。

町では平成27年度除雪計画を策定して、

降雪期の「交通の確保」に努めます。

また、冬の安全で快適な生活を守るためには、

一人ひとりの雪処理時の事故防止への

注意も必要です。

地域一体となった除雪のため、運転者、

歩行者、沿道の方々の

ご協力をお願いします。

除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
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力
を
！

除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
協
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！

除
雪
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業　者　名

町道路除雪委託業者の担当地区
担　当　地　区

本田上、川ノ下、上野

川ノ下、上野、山田

中店、湯川、後藤、曽根

中店、湯川、中店嶋、山田
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上吉田、川船河

消雪パイプ管理

㈱ 堀 内 組

㈱ 山 内 組

㈱ ヤ マ キ 建 設

㈱ 伊 藤 商 店

中越大栄工業㈱

志 田 電 氣

機械除雪 消雪パイプ

その他

機械除雪

1．路上駐車は絶対にしない！

　作業が遅れるだけでなく、除雪を中止する場合も

　あります。

2．立木の管理はしっかりと！
　私有地の樹木が降雪により道路に垂れ下がること

　があります。道路にせり出している垣根や樹木は

　除雪車の走行に支障をきたします。また立木がカ

　ーブミラーや防犯灯にかかっていることがありま

　す。交通の支障になりますので、所有者の方は処

　理してください。

3．出入り口は各自で！
　除雪の際、どうしても各世帯の出入口を雪でふさ

　いでしまいます。ご迷惑でも各自で手直しをお願

　いします。

4．除雪車には近寄らない！
　除雪車の通行には十分注意を払いますが、危険で

　すので絶対に近づかないでください。

5．除雪の要請は区長さんへ！
　どうしても除雪が必要な場合は、各地区の区長さ

　んまで連絡してください。

6．除雪時間
　除雪作業は沿線を順次行うため、時間帯によって

　はご迷惑をおかけすることがあるかもしれません

　が、ご理解とご協力をお願いします。

1．路上に雪を捨てないで！
　道路に雪を捨てることは禁止されています。路上

　に捨てられた雪は、通行の妨げや交通事故の原因

　にもなります。

　絶対に路上へ雪を投げないでください！

2．消雪パイプの運転休止時間帯
　午後２時～３時、午後４時～５時の時間帯は、節

　水のため消雪パイプを休止します。

　通行には十分ご注意ください。

※一斉雪下ろしにご協力を！
　やむを得ず路上に雪下ろしをしなければならない

　ときは、区長さんと相談して各地区一斉にお願い

　します。その後、道路除雪を行います。

※雪捨て場について
　積雪が増えて雪捨て場が必要になったときは、役

　場の前に雪捨て場を確保します。

※除雪作業のお知らせについて
　町のHPの「注目情報」にて早朝及び日中一斉除雪

　情報が確認できます。

　また、除雪情報は「メール配信サービス」でも配

　信します。詳しい登録方法は、19ページをご覧く

　ださい。

消雪パイプ

その他

本田上、川ノ下、下吉田
原ヶ崎、本田上～坂田

下横場、上横場、川前、保明嶋、下中村
上中村、四ッ合、千苅、石田、坂田

坂田、上吉田、川船河
清水沢、羽生田

青海～湯川、後藤、川前
町道歩道、保明～川船河
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。
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。
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歩
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。
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落
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落
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潟
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に
お
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て
死
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人
を
含
む

１
９
３
人
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人
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被
害
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あ
り
ま
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高
齢
者
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雪
処
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中
に
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け
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故
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く
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生
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。
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雪
処
理
の
事
故
防
止

雪
処
理
の
事
故
防
止

町
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の
除
雪

町
道
の
除
雪

いつも町の除雪作業にご協力いただき

ありがとうございます。

町では平成27年度除雪計画を策定して、
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一人ひとりの雪処理時の事故防止への
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除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
協
力
を
！

除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
協
力
を
！

除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
協
力
を
！



２ヶ月児学級
　町では、平成27年４月より生後２か月のお子さ

んを対象に「２か月児学級」を行っております。

　この学級では子育ての楽しさや心配事・悩みな

どをお母さんたちが共有して、気持ちをリラック

スして子育てができるよう応援しています。

　右記の写真は、11月に開催された２か月児学級

に参加して頂いたお母さんと赤ちゃんです。今月

はお父さんの参加もあり、子育てを楽しんでいる

様子が感じられました。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

①宮川　美佳
②葵子・まこ
③葵の花のように人生
　色々実らせ、おおら
　かに愛される女の
　子に育ってほしい。

①入倉　ゆりあ
②秋燈・あきと
③秋に産まれて、燈籠の
　ようにあたたかみのあ
　る子になるように。

①渋木　友紀子
②虹春・こはる
③小春日和からとりました。"小"の字より
　大きく育つように"虹"にしました。「春
　の虹は夏にくらべめずらしく、見つけ
　るとうれしい希望の象徴だ」と出
　ていたので、つけました。　　

①渡辺　佑衣子
②旬・しゅん
③「旬」の字は、日＝太陽を手で
　つかむ形からできた字。つねに
　太陽をもっているようなあたた
　かい子になってほしい。　

石田さん

岡田さん

渡邊さん

【川前地区】 【上横場地区】

【曽根地区】 【後藤地区】

【下横場地区】

髙橋さん

全国大会出場おめでとう

長年の功績が認められて

第34回全国高等学校弓道選抜大会　弓道団体

　渡　邊　幹　太さん（四ツ合）

　「全ての矢を的中させられるよう、集中して試合に望みたい。」と意気

　　込みを語ってくれました。

第28回全国健康福祉祭やまぐち大会　

ねんりんピックおいでませ！山口2015　将棋交流大会

　髙　橋　要　一さん（川ノ下）

　「文化の振興と交流に貢献できたと自負しています。」と出場した感想

　　を述べてくれました。

石田義弘さん（本田上）旭日単光章受賞

　石田さんは、教員生活を経て、実家の農家を継ぎました。その後、昭和

57年から平成16年にわたり町の選挙管理委員を務められました。石田さん

は、「選挙はやり直しがきかない仕事です。すべての選挙が、滞りなく遂

行できたのは、職員のみなさんの協力のおかげで、感謝しています。」と

受賞した感想を述べてくれました。

岡田尚久さん（羽生田）瑞宝双光章受賞

　岡田さんは旧国鉄で、貨物部門に長年従事し、貨物輸送に尽力されまし

た。また、構内の安全管理にも配慮し、コンテナを移動させる際のマニュ

アルを作成し、事故防止に取り組んできました。「貨物の時も、安全管理の

時も、常に最良の改善策を目指してきました。この事が認められたのだと

思い、感無量です。」と受賞した感想を述べてくれました。

善意をありがとう
　小柳建設株式会社より竹の友幼児園、ルーテル幼稚園、

田上・羽生田小学校、田上中学校へ図書カード計５万円分

をご寄附いただきました。ありがとうございました。

今月の認知症サポーター
　今月は本田上地区のみなさんより受講していただき、あたら

たに29名のサポーターが誕生しました。スローガンは「ふれあ

いの和」。家族、ご近所のみなさんがこころとこころを通わせ

て暖かく見守ることが大切ですね。

　認知症サポーター養成講座は少人数のグループから受講可能

です。ＰＴＡ活動、地域の活動、ご近所、趣味のグループのみ

なさんで認知症についての正しい知識を学んでみませんか？詳

細については、町地域包括支援センター（☎５７－６２２０）

までお問い合わせください。

職業体験の感想を発表する生徒

町のよさや課題について町長も交えて考える

「夢創造、ナビゲーションサミット」　
田上中学校が参加しました
　10月28日、新潟県教育委員会が、郷土愛を軸としたキャリア教育推進の

一環として、「夢創造、ナビゲーションサミット」を開催しました。この

サミットは、中学生が、職場体験活動等の実践を発表し合い、自分が住む

まちの未来の在り方を、それぞれの市町村長と直接語り合うものです。

　田上中学校の生徒は、職業体験の発表会の後、町長と一緒に「町のよい

ところと課題」を考えました。参加した生徒は「普段何気なく住んでいる

けれど、今回じっくりと田上町のことを考える機会があって良かった。町

長とも話ができてよかったです。」と感想を述べてくれました。

　11月８日（日）信濃川右岸約５㎞に渡り『信濃川クリーン作戦』を実施し、

川前地区から後藤地区の総勢62人から参加していただきました。

　あいにくの雨の中の開催となり

ましたが、子供からお年寄りまで

大勢の方々から参加いただき、可

燃ゴミ140kg、不燃ゴミ130kgもの

ゴミを回収できました。

　参加していただいた皆さま、大

変ありがとうございました。
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

10

30

30

10

30

10

45

11

15
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☎
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2427

　
　
☎
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30

　☎
57

15

　
　
☎
57

16
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24

　
　
☎
57

31

10

37

10

http://www.chiiki.pref.

niigata.jp/yuki/

　☎

２８

１２
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.074 

0.068 

0.072 

0.080 

0.072 

0.074 

0.074 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り15時00分～

測定日時
11月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場町民課税務係　57-6115

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　57-6222

▽
日
時
　
１
月
10
日
（
日
）

・
式
典
　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

・
防
火
パ
レ
ー
ド

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

・
放
水
訓
練

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

　
放
水
訓
練
で
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
進
行
状
況
に
よ
っ
て
時
間
が

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
庶
務
防
災
係

　
　☎
57
―
６
２
２
２

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

▽
日
時
　
３
月
５
日
（
土
）

▽
会
場
　
新
潟
市
・
長
岡
市
ほ
か

▽
試
験
種
別
　
全
種
類

▽
受
付
期
間

　
電
子
申
請
　
１
月
24
日（
日
）ま
で

　
書
面
申
請
　
１
月
27
日（
水
）

※
受
験
案
内
、
願
書
に
つ
い
て
は
、

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
ほ
か
県
内
の

　
各
消
防
本
部
・
署
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
町
で
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時

ま
で
住
民
票
な
ど
の
夜
間
交
付
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
の
夜
間

窓
口
は
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
電
話

予
約
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
は
引
き

続
き
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
】

▽
予
約
で
き
る
証
明
書
　
住
民
票
、

　
印
鑑
証
明
、税
証
明（
戸
籍
抄
本
、

　
戸
籍
謄
本
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
予
約
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
予
約
電
話
番
号

　☎
57
―
６
１
１
５

・
住
民
票
、
印
鑑
証
明
は
町
民
課
住

　
民
係
、
税
証
明
は
税
務
係

▽
証
明
書
の
交
付
場
所

　
休
日
・
夜
間
受
付
（
宿
日
直
室
）

▽
証
明
書
の
交
付
時
間

　
月
～
金
曜
日

　
午
後
５
時
15
分
～
８
時

　
土
・
日
・
祝
祭
日

　
午
前
８
時
～
午
後
８
時

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
総
合
受
付

　
　☎
57
―
６
１
１
５

▽
日
時
　
１
月
16
日
（
土
）

　
正
午
開
催

▽
会
場
　
ホ
テ
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償却資産の申告をお願いします

ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと
『災害時における物資供給に関する協定』を締結！！

　町内で工場、商店、美容院、飲食店、農業、アパート・駐車場の貸し付けなどを行っている法人・個人

の方は、毎年１月１日（賦課期日）現在に所有している償却資産（事業の用に供する構築物、機械及び装

置、工具・器具及び備品、車両運搬具、船舶、航空機）について申告をしていただく必要があります。

・該当資産の「ある」「なし」にかかわらず申告をお願いします。

・遊休資産（活動を休止しているが、維持補修が行われている資産）又は未稼働資産（すでに完成してい

　るが、まだ稼動していない資産）、償却済資産であっても、賦課期日（１月１日）現在において事業の

　用に供することができるものは申告してください。

○12月下旬に「平成28年度償却資産申告書」を送付させていただきます。

・書類が届かない場合は連絡をくださるようお願いします。

・償却資産がない場合は申告書の備考欄にその旨を記入して提出してください。

○申告期限：平成28年１月20日（水）

　（法定申告期限は毎年１月31日となっていますが、事務処理の関係上、上記を期限とさせていただいて

　　おりますのでご協力をお願いします。）

　12月１日より、町は、災害発生時において被災者に対する生活必需品等の供給が確実にできる体制を強化

するため、ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと協定を締結しました。

　最近では、想定外の大災害が全国的に発生していることからも、いざという災害時、この協定に基づき物

資等（毛布、タオル等）を供給してもらえる体制づくりができました。

　いつ起こるか分からない災害に備えて、ご家庭でも日ごろから非常時の持ち出し品の準備をお願いします。

事業を行っている方へ

平
成
２８
年

　　田
上
町
消
防
団
出
初
式

１２
月
～
２
月

夜
間
窓
口
を
休
止
し
ま
す

ふ
る
さ
と
田
上
会
総
会

　　　　新
年
会
参
加
者
募
集
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有
料
広
告

有
料
広
告

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

問い合わせ：役場町民課  57-6115、 役場総務課  57-6222

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6220

第41回田上団九郎夏まつり収支決算のご報告について

　10月27日、田上町総合保健福祉センターに

おいて、医療と介護に関わる多職種の皆さん

が「顔の見える関係」を構築し、在宅での医

療と介護の意識の向上と連携推進を図ること

を目的として、「田上町在宅医療と介護の連

携を推進する多職種連携研修会」を開催しま

した。研修会には、町内外の医療、介護機関

の専門職の多くの方々から参加いただきまし

た。

　今回、星野内科医院長　星野清先生より「在

宅酸素療法」についてご講演をいただきまし

た。その後グループワークを行いましたが、

各グループとも活発な意見交換が行われ、参

加者は有意義な時間を共有することができま

した。町として、在宅医療を進める上で重要

な医療と介護の連携を図るため、今後も研修

会を継続的に開催していく予定です。 

問い合わせ：田上夏まつり振興協議会（事務局/田上町商工会内）　　57-2291

　第41回田上団九郎夏まつりは町民のみなさんから

多大なるご理解とご協力を賜り、下記の内容で、去

る７月26日に無事開催できましたことを御礼申し上

げます。

　11月10日に開催された田上夏まつり振興協議会に

おいて収支決算が下記の通り承認されましたことを

ご報告申し上げます。なお、次回第42回田上団九郎

夏まつりは、平成28年７月31日(日)の開催を予定し

ております。次回も町民の皆様がより一層楽しめる

よう企画・実施いたしますので、今後とも多数のご

参加とご協力をお願い申し上げます。

■実施イベント

  子供みこし、フラダンスショー、絵画コンテスト、

　魚つかみ取り、ちびっこお楽しみ広場、腕相撲大

　会、木工教室、団九郎伝説綱引き大会、税金○×

　クイズ、上棟式・餅蒔き、護摩堂太鼓、子供太鼓と

　の共演盆踊り大会、打ち上げ花火、真季ミニライ

　ブ、大抽選会　等

■第41回収支決算額

　収入の部　

　●町民寄付金(町民の皆様からの寄付金)　　　　　 1,400,903円　　　

　●事業所寄付金(企業･団体の皆様からの寄付金) 　 1,370,000円

　●花火寄付金(打ち上げ花火の寄付金)　　　　 　　　251,500円

　●雑収入(実行委員会模擬店売上、参加団体出店料、

　　預金利息等の上記以外の収入)　    　　　　    1,156,729円

　●繰越金(前年度繰越金)　　　　　　　　　 　　  　928,276円  

　　　収入合計　　　　　　　　  　　　　　　　　 5,107,408円　　　　　　　　　　　　　　　

　支出の部　

　●イベント費(模擬店,打ち上げ花火等各イベント関連経費)2,263,692円

　●会場設営費(備品レンタル,電気工事費用等)　　　　887,720円

　●まつり運営費(参加者等傷害保険料、会議費等)　　 207,375円

　●広告宣伝費(折込チラシ、広告掲載費用等)　　　　 169,657円

　●消耗品・雑費(駐車場警備代、通信費、印刷費等)　 426,359円

　●運営引当費　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,000,000円

　　　支出合計　　　　 　　　　　　　　　  　　　4,954,263円

　　　次期繰越金　　　　                   　　　  152,605円
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　今回、星野内科医院長　星野清先生より「在
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会を継続的に開催していく予定です。 
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多大なるご理解とご協力を賜り、下記の内容で、去
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「平成26年度会計検査院結果報告」による
国保交付金の返還報告とお詫びについて

国保の医療費の状況をお知らせします
～生活習慣病を予防し健やかな毎日を！～

　この交付金は、国民健康保険を運営する各自治体間の財政力の格差を埋めるために国が支援

を行う制度で、算定方法は各自治体の国民健康保険における医療費等の必要な経費と、国で算

定される標準的な収入額に基づいて計算された町の収入額を比較して不足となる金額が交付さ

れるものであります。

　今回、この収入額において算定方法に誤りがあったことから、本来の収入金額よりも過小に

算定をされ、結果として交付金が過大に交付されることとなりました。これは、提出前の担当

職員による確認不足が大きな原因でありました。皆様方におきましては、大変ご心配等お掛け

しましたこと深くお詫び申し上げます。今後は、職員によるチェック体制を強化するなど、提

出前の確認を厳密に行ってまいります。

　なお、今回の返還額につきましては、国民健康保険税への影響はありませんので、あわせて

報告させていただきます。

　高齢者人口の増加や医療の高度化などの影響により医療費は年々増えており、今年10月に厚生労働省より

発表された平成25年度の国民医療費は初めて40兆円を超えました。

　一方で、医療費も例外ではなく、

年々増加傾向にあり、一人当たり

の医療費は、平成21年度において

は、232,081円でしたが、平成25年

度には、265,425円と増加しており、

県平均256,167円を上回っていま

す（図１）。

　増加傾向にある町の医療費ですが、増加要因の一つとして、生活習慣病の重症化が上げられます。数ある

生活習慣病の中でも糖尿病は、重症化すると人工透析など日常生活と医療費に大きな影響を与える病気に発

展する可能性があります。

　日本透析医学会の調査によると人工透析導入患者数は平成25年末で約38,000人と年々増加しています。ま

た、人工透析は年間約500万円の医療費がかかり、医療保険財政を圧迫する大きな要因となっています。

　こうしたことから、国は糖尿病の重症化による人工透析への移行防止を重点項目と位置づけ取り組んでい

ます。

　糖尿病の一人当たり医療費は、

過去５年間伸び続けており平成

25年度において26,234円かかっ

ています（図２）。この費用額は、

県平均の約２倍であり、糖尿病

医療費が他市町村と比較し、際

立って高いことがわかります。

★生活習慣病は自分だけの問題ではありません

市町村が実施した

ヒトパピローマウイルスワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
の接種を平成２５年３月３１日までに受けた方へのお知らせ

＜保健事業の活用を！＞
　町では、糖尿病予防教室や運動教室など生活習慣病予防のための保健事業を実施してい

ます。保健事業に参加し、実際に血糖や血圧の数値が改善された人が何人もいます。町の

保健事業を積極的に活用し、健康な毎日を過ごしましょう。

　◎町の主な保健事業

　　・そう快健康教室（糖尿病予防教室）　・スッキリ運動教室

　　・特定健診　　　　　　　　　　　　　・特定健診事後指導会

　　・健康づくり講演会　　　　　　　　　・けんこつ教室

　生活習慣病は自覚症状がないまま進行し、ある日突然症状が現れたりします。健診結果を見て、基準値

を超えていても自覚症状がないからといって、生活習慣を変えず放置している人もいますが、もし、心筋

梗塞や脳梗塞で倒れてしまった場合、自分自身が苦しむだけでなく、医療費や医療制度の手続きなどさま

ざまな面で家族に負担をかけてしまうことになります。

　ワクチン接種後に何らかの症状が現れ、医療機関を受診した方は、接種との関連性が認定されると、医療費

・医療手当が支給される場合があります。

　認定を受けるためには、独立行政法人医薬品医療機関総合機構（ＰＭＤＡ）に請求する必要がありますが、

支給対象となるのは、請求した日から遡って５年以内に受けた医療に限られています。

　具体的な請求方法、必要書類、請求書類の様式やその記載方法等については、以下のＰＭＤＡ相談窓口にお

問い合わせください。

【相談窓口】

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口　0120-149-931（フリーダイヤル）

　※ＩＰ電話等の方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、03-3506-9411（有料）をご利用ください。

＜受付時間＞

　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前９時～午後５時

問い合わせ：役場町民課  57-6115

問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112
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「平成26年度会計検査院結果報告」による
国保交付金の返還報告とお詫びについて

国保の医療費の状況をお知らせします
～生活習慣病を予防し健やかな毎日を！～
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定される標準的な収入額に基づいて計算された町の収入額を比較して不足となる金額が交付さ

れるものであります。

　今回、この収入額において算定方法に誤りがあったことから、本来の収入金額よりも過小に

算定をされ、結果として交付金が過大に交付されることとなりました。これは、提出前の担当

職員による確認不足が大きな原因でありました。皆様方におきましては、大変ご心配等お掛け

しましたこと深くお詫び申し上げます。今後は、職員によるチェック体制を強化するなど、提
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　認定を受けるためには、独立行政法人医薬品医療機関総合機構（ＰＭＤＡ）に請求する必要がありますが、

支給対象となるのは、請求した日から遡って５年以内に受けた医療に限られています。

　具体的な請求方法、必要書類、請求書類の様式やその記載方法等については、以下のＰＭＤＡ相談窓口にお

問い合わせください。

【相談窓口】

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口　0120-149-931（フリーダイヤル）

　※ＩＰ電話等の方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、03-3506-9411（有料）をご利用ください。

＜受付時間＞

　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前９時～午後５時

問い合わせ：役場町民課  57-6115
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18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

13 水

12 火

14 木

15 金

17 木

16 水

天皇誕生日

【休日診療当番医】　鷲塚内科医院 （加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

元旦

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

13：00～16：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

湯っ多里館休館日

母親学級（平成28年3～6月出産予定者） 9：10～、13：10～ 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

成人の日

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

3歳児健診（平成24年11～12月生まれ）

2歳6ヶ月歯科健診（平成25年5～6月生まれ）

受付12：45～、13：15～

受付12：50～、13：20～

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター乳児健診（平成27年8月生まれ） 12：50～13：20

【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

【休日診療当番医】　田上診療所 （山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

　
今
年
の
１
月
22
日
、
東
京
に
全
国

町
村
会
の
正
副
会
長
が
招
集
さ
れ
、

石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
か
ら
各

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
自
立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生

で
き
る
よ
う
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
突

如
政
府
が
提
案
し
た
と
思
わ
れ
る
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
少
し
戸
惑
い

を
感
じ
た
町
村
長
が
多
か
っ
た
よ
う

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
石
破
大
臣
も

前
段
で
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
つ
い
て
そ
の
主
旨
を
読
み
上
げ

る
前
置
き
を
し
て
か
ら
の
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　
田
上
町
で
は
、
既
に
第
５
次
総
合

計
画
基
本
構
想
、
前
期
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
策
定

し
た
「
総
合
戦
略
」
そ
し
て
県
も
同

様
に
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
田
上
町
第
５
次
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
っ
て
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
位
置
づ
け

と
し
ま
し
た
。
特
に
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を

策
定
し
、
そ
の
た
め
の
「
田
上
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
流
れ
」
を
創

り
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
い
う
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
で
す
。
計
画
期
間
は
平
成
27

年
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
具

体
的
な
数
値
の
目
標
を
定
め
、
そ
の

た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
増
田
元
総
務
大
臣
の

論
文
で
は
、
将
来
田
上
町
は
消
滅
し
て

し
ま
う
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

45
年
後
田
上
町

　
　総
人
口
は
半
分
以
下
に
！

　
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
田
上
町
の
人

口
は
減
少
傾
向
が
進
み
45
年
後
の
２
０

６
０
年
に
は
５
１
２
６
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
田
上
町
総
合
戦
略
策
定
会
議
で
は
、

45
年
後
（
２
０
６
０
年
）
で
人
口
８
０

２
２
人
を
維
持
す
る
た
め
の
総
合
戦
略

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
産
官
学
金
が

一
体
と
な
っ
て
推
し
進
め
る
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。産
官
学
金
と
は
、産
は
産

業
界
、
官
は
国
・
県
・
学
は
学
校
関
係

の
代
表
、
金
は
金
融
機
関
、
「
総
合
戦

略
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
は
上
記
の
代
表

と
一
般
住
民
と
し
て
公
募
し
、
応
募
さ

れ
た
方
の
15
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　「
田
上
町
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
」は

副
町
長
、
教
育
長
及
び
各
課
長
の
計
10

名
で
基
本
的
な
構
想
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
田
上
町
は
本
当
に
消
滅
し
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
は
何
か
、
増

田
論
文
で
は
若
い
女
性
20
代
か
ら
40
代

前
半
の
数
が
急
激
に
減
少
す
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
結
婚
・
出

産
そ
し
て
子
育
て
す
る
世
代
の
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

将
来
の
方
向
性
が
見
え
る
の
か
？

　
希
望
的
な
将
来
人
口
の
目
標
８
０
２

２
人
の
維
持
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施

設
が
可
能
な
の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　
ａ
．
若
い
世
代
の
教
育
、
就
労
か
ら

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
至
る
希
望
を

実
現
す
る
。
ｂ
．
東
京
圏
へ
の
人
口
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
ｃ
．
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
を
見
据
え
た
社
会
を
構

築
す
る
。こ
の
３
つ
の
柱
を
設
定
し
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
田
上
町

の
発
展
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
「
田
上
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
の
概
要
版
を
全
戸
に
配
布
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
「
総
合
戦

略
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
体
系
と

施
策
・
数
値
目
標
を
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
点
に
つ

い
て
は
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

（
仮
）地
域
交
流
会
館
と

　
　
　
　
　道
の
駅
の
整
備

　
５
月
11
日
か
ら
15
日
の
５
日
間
で

（
仮
）地
域
交
流
会
館
と
道
の
駅
建
設
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
会
場
か

ら
の
質
問
事
項
は
き
ず
な
６
月
号
で
報

告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
道

の
駅
等
に
関
す
る
ご
意
見
箱
」
を
４
ヶ

所
に
設
置
し
て
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
質
問
事
項
の
主
な
も
の
に
、
原
ヶ
崎

交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
大
人

が
使
う
の
に
不
便
で
あ
る
。
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
、
新
し
く
建
て
替
え
る
べ

き
だ
。
」
ま
た
、（
仮
）地
域
交
流
会
館

と
道
の
駅
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、「
町

外
の
人
の
た
め
の
道
の
駅
が
中
心
で
は

な
い
か
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
町
で
は
、（
仮
）地
域
交
流
会
館
、
役

場
庁
舎
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

商
工
会
館
、
障
が
い
者
支
援
施
設
、
田

上
郷
土
地
改
良
区
事
務
所
を
全
て
含
ん

だ
道
の
駅
構
想
で
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま

で
も
町
民
の
た
め
の
施
設
そ
し
て
町
民

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。当
然
、

国
道
沿
い
の
道
の
駅
で
あ
り
ま
す
の

で
、
町
外
の
方
か
ら
の
利
用
そ
し
て
交

流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
田
上
町
の
農

産
物
直
売
所
や
商
工
関
係
者
か
ら
は
食

堂
等
の
店
の
開
設
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
国
の
地
方
創
生
の
実
現
と
い

う
提
案
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。道
の
駅
・（
仮
）地
域
交
流

会
館
の
建
設
後
に
は
、
原
ヶ
崎
交
流
セ

ン
タ
ー
の
一
部
改
善
と
新
し
く
学
習
、

大
人
が
主
に
利
用
す
る
空
間
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
か

ら
高
校
生
の
学
習
交
流
の
場
と
し
て
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
か
ら
の

要
望
の
多
い
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
も

整
備
し
て
い
き
ま
す
。（
仮
）地
域
交
流

会
館
と
道
の
駅
は
い
わ
ゆ
る
「
に
ぎ
わ

い
の
場
」「
動
」
の
空
間
、
そ
し
て
原
ヶ

崎
交
流
セ
ン
タ
ー
は
学
習
を
し
た
り
、

放
課
後
の
小
学
生
等
の
活
動
の
場
で
も

あ
り
、「
静
」の
空
間
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
一
年
は
、
前
述
し
た
２
大
事
業

の
構
想
を
作
り
上
げ
る
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
国
・
県
に
申
請
し
て
平

成
29
年
度
に
採
択
で
き
る
よ
う
に
来
年

度
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
年

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

12/16～1/15

1
月

12
月

16広報  たがみまち 「　　　      」 12月号  ●17 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 12月号

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その165）

地方創生スタートの年



18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

13 水

12 火

14 木

15 金

17 木

16 水

天皇誕生日

【休日診療当番医】　鷲塚内科医院 （加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

元旦

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

13：00～16：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

湯っ多里館休館日

母親学級（平成28年3～6月出産予定者） 9：10～、13：10～ 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

成人の日

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

3歳児健診（平成24年11～12月生まれ）

2歳6ヶ月歯科健診（平成25年5～6月生まれ）

受付12：45～、13：15～

受付12：50～、13：20～

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター乳児健診（平成27年8月生まれ） 12：50～13：20

【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

【休日診療当番医】　田上診療所 （山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

　
今
年
の
１
月
22
日
、
東
京
に
全
国

町
村
会
の
正
副
会
長
が
招
集
さ
れ
、

石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
か
ら
各

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
自
立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生

で
き
る
よ
う
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
突

如
政
府
が
提
案
し
た
と
思
わ
れ
る
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
少
し
戸
惑
い

を
感
じ
た
町
村
長
が
多
か
っ
た
よ
う

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
石
破
大
臣
も

前
段
で
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
つ
い
て
そ
の
主
旨
を
読
み
上
げ

る
前
置
き
を
し
て
か
ら
の
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　
田
上
町
で
は
、
既
に
第
５
次
総
合

計
画
基
本
構
想
、
前
期
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
策
定

し
た
「
総
合
戦
略
」
そ
し
て
県
も
同

様
に
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
田
上
町
第
５
次
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
っ
て
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
位
置
づ
け

と
し
ま
し
た
。
特
に
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を

策
定
し
、
そ
の
た
め
の
「
田
上
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
流
れ
」
を
創

り
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
い
う
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
で
す
。
計
画
期
間
は
平
成
27

年
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
具

体
的
な
数
値
の
目
標
を
定
め
、
そ
の

た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
増
田
元
総
務
大
臣
の

論
文
で
は
、
将
来
田
上
町
は
消
滅
し
て

し
ま
う
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

45
年
後
田
上
町

　
　総
人
口
は
半
分
以
下
に
！

　
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
田
上
町
の
人

口
は
減
少
傾
向
が
進
み
45
年
後
の
２
０

６
０
年
に
は
５
１
２
６
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
田
上
町
総
合
戦
略
策
定
会
議
で
は
、

45
年
後
（
２
０
６
０
年
）
で
人
口
８
０

２
２
人
を
維
持
す
る
た
め
の
総
合
戦
略

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
産
官
学
金
が

一
体
と
な
っ
て
推
し
進
め
る
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。産
官
学
金
と
は
、産
は
産

業
界
、
官
は
国
・
県
・
学
は
学
校
関
係

の
代
表
、
金
は
金
融
機
関
、
「
総
合
戦

略
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
は
上
記
の
代
表

と
一
般
住
民
と
し
て
公
募
し
、
応
募
さ

れ
た
方
の
15
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　「
田
上
町
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
」は

副
町
長
、
教
育
長
及
び
各
課
長
の
計
10

名
で
基
本
的
な
構
想
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
田
上
町
は
本
当
に
消
滅
し
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
は
何
か
、
増

田
論
文
で
は
若
い
女
性
20
代
か
ら
40
代

前
半
の
数
が
急
激
に
減
少
す
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
結
婚
・
出

産
そ
し
て
子
育
て
す
る
世
代
の
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

将
来
の
方
向
性
が
見
え
る
の
か
？

　
希
望
的
な
将
来
人
口
の
目
標
８
０
２

２
人
の
維
持
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施

設
が
可
能
な
の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　
ａ
．
若
い
世
代
の
教
育
、
就
労
か
ら

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
至
る
希
望
を

実
現
す
る
。
ｂ
．
東
京
圏
へ
の
人
口
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
ｃ
．
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
を
見
据
え
た
社
会
を
構

築
す
る
。こ
の
３
つ
の
柱
を
設
定
し
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
田
上
町

の
発
展
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
「
田
上
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
の
概
要
版
を
全
戸
に
配
布
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
「
総
合
戦

略
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
体
系
と

施
策
・
数
値
目
標
を
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
点
に
つ

い
て
は
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

（
仮
）地
域
交
流
会
館
と

　
　
　
　
　道
の
駅
の
整
備

　
５
月
11
日
か
ら
15
日
の
５
日
間
で

（
仮
）地
域
交
流
会
館
と
道
の
駅
建
設
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
会
場
か

ら
の
質
問
事
項
は
き
ず
な
６
月
号
で
報

告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
道

の
駅
等
に
関
す
る
ご
意
見
箱
」
を
４
ヶ

所
に
設
置
し
て
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
質
問
事
項
の
主
な
も
の
に
、
原
ヶ
崎

交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
大
人

が
使
う
の
に
不
便
で
あ
る
。
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
、
新
し
く
建
て
替
え
る
べ

き
だ
。
」
ま
た
、（
仮
）地
域
交
流
会
館

と
道
の
駅
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、「
町

外
の
人
の
た
め
の
道
の
駅
が
中
心
で
は

な
い
か
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
町
で
は
、（
仮
）地
域
交
流
会
館
、
役

場
庁
舎
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

商
工
会
館
、
障
が
い
者
支
援
施
設
、
田

上
郷
土
地
改
良
区
事
務
所
を
全
て
含
ん

だ
道
の
駅
構
想
で
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま

で
も
町
民
の
た
め
の
施
設
そ
し
て
町
民

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。当
然
、

国
道
沿
い
の
道
の
駅
で
あ
り
ま
す
の

で
、
町
外
の
方
か
ら
の
利
用
そ
し
て
交

流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
田
上
町
の
農

産
物
直
売
所
や
商
工
関
係
者
か
ら
は
食

堂
等
の
店
の
開
設
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
国
の
地
方
創
生
の
実
現
と
い

う
提
案
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。道
の
駅
・（
仮
）地
域
交
流

会
館
の
建
設
後
に
は
、
原
ヶ
崎
交
流
セ

ン
タ
ー
の
一
部
改
善
と
新
し
く
学
習
、

大
人
が
主
に
利
用
す
る
空
間
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
か

ら
高
校
生
の
学
習
交
流
の
場
と
し
て
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
か
ら
の

要
望
の
多
い
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
も

整
備
し
て
い
き
ま
す
。（
仮
）地
域
交
流

会
館
と
道
の
駅
は
い
わ
ゆ
る
「
に
ぎ
わ

い
の
場
」「
動
」
の
空
間
、
そ
し
て
原
ヶ

崎
交
流
セ
ン
タ
ー
は
学
習
を
し
た
り
、

放
課
後
の
小
学
生
等
の
活
動
の
場
で
も

あ
り
、「
静
」の
空
間
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
一
年
は
、
前
述
し
た
２
大
事
業

の
構
想
を
作
り
上
げ
る
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
国
・
県
に
申
請
し
て
平

成
29
年
度
に
採
択
で
き
る
よ
う
に
来
年

度
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
年

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

12/16～1/15

1
月

12
月
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田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その165）
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尋　常　科

男 女

明29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

24

14

14

13

13

17

18

15

23

24

20

24

13

20

23

23

15

3

3

2

5

4

11

16

23

9

14

19

19

6

3

12

15

19

27

17

16

18

17

28

34

38

32

38

39

43

19

23

35

38

34

20

12

16

23

15

7

12

12

8

2

5

7

8

9

10

7

3

1

2

0

3

1

3

1

6

1

5

1

2

3

1

2

23

13

18

23

18

8

15

13

14

3

10

8

10

12

11

9

計

高　等　科

男 女 計

年 

次

羽
生
田
小
学
校
の
卒
業
生
数

川船河　　　熊倉　鐵次（83）
青　海　　　鈴木富美子（98）
中　店　　　小菅ハツミ（91）
羽生田　　　坪谷　フサ（95）
下吉田　　　田浦　敏子（95）
原ヶ崎　　　山川　　晃（82）
上　野　　　玄間　惠子（81）
本田上　　　川﨑　フミ（86）
上吉田　　　芝井　哲朗（71）
下中村　　　小日向惣一郎（93）
山　田　　　中澤　長市（78）
本田上　　　小柳　哲男（68）
上吉田　　　金子　正治（83）
下吉田　　　中野　直英（79）
川船河　　　渡邊　弘子（62）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

山
々
の
日
毎
色
づ
く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
色
そ
え
て
こ
こ
そ
こ
赤
を

久
方
に
き
ょ
う
だ
い
寄
り
添
う
元
気
姿
互
い
に
老
い
た
娯
楽
の
一
夜

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

寒
く
な
り
ふ
く
よ
か
な
大
根
う
ね
の
上

車
止
め
も
う
一
台
は
火
の
車

女
房
に
負
け
て
な
る
か
と
物
忘
れ

夕
焼
け
や
ガ
ラ
ス
に
写
る
風
呂
の
中

植
え
た
木
の
世
話
が
身
に
沁
む
老
い
と
な
り

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

10／26～11／25届出分、
敬称略

下中村　　　長澤　泰洋・晴菜（田中）

羽生田　　　椿　弘太・由佳理（大関）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

◇日　時　12月19日（土）、26日（土）

　　　　　午後2時30分～4時30分

◆申込・問い合わせ：大塚行政書士事務所

　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

　行政機関への手続き、サービスについての要望

はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ

てもお気軽に相談ください。

◇日　時　月～金曜日　午前9時～午後5時

◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員

　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の電話相談

行政書士による行政手続・相続等
に関する無料電話相談

　子ども向け作品はもちろん、年配の方向けの作

品も上映します。誰でも参加ＯＫですので、ぜひ

ご来場ください。

◇日　時　12月26日（土）　午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　「名作ってこんなにおもしろい」

　　　　　（坊ちゃん・高瀬舟・舞姫

　　　　　　　　　　　　　名作をドラマで紹介）

　　　　　「古典落語アニメ落語館　全8話」

　　　　　（馬の田楽　桂文生・お血脈　

　　　　　　　　　　　　　　古今亭志ん舗など）

　　　　　ほか全4作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第229回 16ミリ映写会

あ
　
し

こ
ぞ
こ
と
し

ち

や
す

ひ
と
い
ろ

こ
ひ
る
ど
き

赤ちゃん誕生

本田上　　　眞保実寿乙（昇・咲野花）

中　店　　　若森　大空（大輔・香里）

羽生田　　　中村日那乃（大志・夕季）

中　店　　　渡邊陽奈乃（勇太・未紅里）

み　こ　と

　　そ　ら

ひ　な　の

ひ　な　の

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

25

明
治
期
の
学
校
③

義
務
教
育
期
間

　
明
治
19
年
の
小
学
校
令
に
お
い
て
は
義
務
教
育
期
間
を
８
年
と
定
め
た
。
６
才
か
ら
14
才
の

間
に
義
務
教
育
４
年
を
終
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
33
年
の
小
学
校
令

改
正
で
、「
教
育
期
間
ヲ
学
齢
ニ
達
シ
タ
ル
月
以
後
ニ
於
ケ
ル
最
初
ノ
学
年
ノ
始
ヲ
以
テ
就
学
ノ

始
期
ト
シ
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
ヲ
終
了
シ
タ
ル
ト
キ
以
テ
就
学
ノ
終
期
ト
ス
」
と
定
め
就
学
の

終
期
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
学
齢
児
童
の
保
護
者
を
明
確
に
し
、
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り

し
た
。
ま
た
就
学
の
義
務
を
免
除
、
猶
予
す
る
規
定
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
雇
用
者
に
つ
い

て
も
、
就
学
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
等
、
就
学
義
務
に
対
し
て
政
府
は
厳
重
な
方

策
を
講
じ
た
。
授
業
料
の
免
除
は
前
号
の
通
り
で
あ
る
。
次
に
、「
学
年
」
は
４
月
１
日
に
始
ま

り
３
月
31
日
を
以
て
終
わ
り
と
し
た
。
ま
た
、
休
業
日
や
式
日
等
も
い
ろ
い
ろ
定
め
ら
れ
た
。

義
務
教
育
期
間
の
延
長

　
当
時
、
小
学
校
の
義
務
教
育
期
間
は
４
年
で
あ
っ
た
。
日
清
日
露
の
戦
役
等
で
国
民
の
就
学

率
が
上
昇
し
て
き
た
。
し
か
し
、
小
学
校
の
数
は
そ
れ
に
対
応
す
る
体
制
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
高
等
小
学
校
に
進
学
す
る
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
高
等
小
学
校
の
設
立
が
急
速
に

増
設
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
情
は
高
等
小
学
校
は
特
に
校
舎
を
建
設
す
る
所
は
少
な

く
、
小
学
校
を
借
用
し
、
教
員
も
か
ね
て
い
る
高
等
小
学
校
が
多
か
っ
た
。
実
情
は
尋
常
高
等

小
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
校
を
一
緒
に
し
た
ら
と
い
う
所
が
多
く
な
り
小
学
校
の
就
学

年
数
を
４
年
か
ら
６
年
に
し
た
ら
と
い
う
、
説
も
あ
っ
た
。
40
年
３
月
21
日
の
小
学
校
令
の
改

正
で
義
務
教
育
は
６
年
と
な
っ
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

　デジタル一眼レフカメラを使い、商品撮影テクニック

理論と実技を学びます。

◇日　　時　2月6日（土）午前9時～午後4時

◇会　　場　県立三条テクノスクール

◇定　　員　8名

◇受 講 料　3,900円

◇持 参 品　①使い慣れたデジタル一眼レフカメラ

　　　　　　②撮影をしてみたい製品（商品）

　　　　　　③筆記具用具

◇締め切り　1月15日（金）

◆申込・問い合わせ：

　県立三条テクノスクール　☎38-3464

◇日　時　１月9日（土）午前11時～11時30分　

◇会　場　原ヶ崎交流センター

◇対　象　幼児～小学生　※参加費無料

◆問い合わせ：たがみサニープレイス

　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

使える商品写真の
撮影テクニック（初級編）

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　12月27日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた

　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

絵本の読み聞かせ会のご案内

　町内在住の原則65歳以上を対象に、毎月開催し

ます。事前申し込みが必要となります。

◇日　　時　1月9日（土）、2月20日（土）

　　　　　　3月12日（土）

　　　　　　午前9時～正午

◇会　　場　広域養護老人ホーム県央寮

◇内　　容　県央寮職員との面談、施設見学

◇入居要件　以下の状況を総合的に検討します。

　①環境状況　住居または家族の状況で在宅生活

　　　　　　　が困難か

　②経済状況　日常生活を営む上で経済的に困窮

　　　　　　　しているか

　③健康状態　集団生活が可能で日常の動作はで

　　　　　　　きるが、在宅での支援サービスを

　　　　　　　利用しても、生活が困難か

◇申込方法　土・日・祝日を除く午前8時30分～午

　　　　　　後5時に電話でお申し込みください。

※相談時間は申込時に調整します。申し込み多数

　の場合は、別の日程で調整する場合があります。

◆申込・問い合わせ：

　広域養護老人ホーム県央寮　☎34-1010

県央寮入所相談会

去
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と
定
め
た
。
６
才
か
ら
14
才
の

間
に
義
務
教
育
４
年
を
終
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
33
年
の
小
学
校
令

改
正
で
、「
教
育
期
間
ヲ
学
齢
ニ
達
シ
タ
ル
月
以
後
ニ
於
ケ
ル
最
初
ノ
学
年
ノ
始
ヲ
以
テ
就
学
ノ

始
期
ト
シ
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
ヲ
終
了
シ
タ
ル
ト
キ
以
テ
就
学
ノ
終
期
ト
ス
」
と
定
め
就
学
の

終
期
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
学
齢
児
童
の
保
護
者
を
明
確
に
し
、
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り

し
た
。
ま
た
就
学
の
義
務
を
免
除
、
猶
予
す
る
規
定
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
雇
用
者
に
つ
い

て
も
、
就
学
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
等
、
就
学
義
務
に
対
し
て
政
府
は
厳
重
な
方

策
を
講
じ
た
。
授
業
料
の
免
除
は
前
号
の
通
り
で
あ
る
。
次
に
、「
学
年
」
は
４
月
１
日
に
始
ま

り
３
月
31
日
を
以
て
終
わ
り
と
し
た
。
ま
た
、
休
業
日
や
式
日
等
も
い
ろ
い
ろ
定
め
ら
れ
た
。

義
務
教
育
期
間
の
延
長

　
当
時
、
小
学
校
の
義
務
教
育
期
間
は
４
年
で
あ
っ
た
。
日
清
日
露
の
戦
役
等
で
国
民
の
就
学

率
が
上
昇
し
て
き
た
。
し
か
し
、
小
学
校
の
数
は
そ
れ
に
対
応
す
る
体
制
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
高
等
小
学
校
に
進
学
す
る
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
高
等
小
学
校
の
設
立
が
急
速
に

増
設
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
情
は
高
等
小
学
校
は
特
に
校
舎
を
建
設
す
る
所
は
少
な

く
、
小
学
校
を
借
用
し
、
教
員
も
か
ね
て
い
る
高
等
小
学
校
が
多
か
っ
た
。
実
情
は
尋
常
高
等

小
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
校
を
一
緒
に
し
た
ら
と
い
う
所
が
多
く
な
り
小
学
校
の
就
学

年
数
を
４
年
か
ら
６
年
に
し
た
ら
と
い
う
、
説
も
あ
っ
た
。
40
年
３
月
21
日
の
小
学
校
令
の
改

正
で
義
務
教
育
は
６
年
と
な
っ
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

　デジタル一眼レフカメラを使い、商品撮影テクニック

理論と実技を学びます。

◇日　　時　2月6日（土）午前9時～午後4時

◇会　　場　県立三条テクノスクール

◇定　　員　8名

◇受 講 料　3,900円

◇持 参 品　①使い慣れたデジタル一眼レフカメラ

　　　　　　②撮影をしてみたい製品（商品）

　　　　　　③筆記具用具

◇締め切り　1月15日（金）

◆申込・問い合わせ：

　県立三条テクノスクール　☎38-3464

◇日　時　１月9日（土）午前11時～11時30分　

◇会　場　原ヶ崎交流センター

◇対　象　幼児～小学生　※参加費無料

◆問い合わせ：たがみサニープレイス

　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

使える商品写真の
撮影テクニック（初級編）

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　12月27日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた

　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

絵本の読み聞かせ会のご案内

　町内在住の原則65歳以上を対象に、毎月開催し

ます。事前申し込みが必要となります。

◇日　　時　1月9日（土）、2月20日（土）

　　　　　　3月12日（土）

　　　　　　午前9時～正午

◇会　　場　広域養護老人ホーム県央寮

◇内　　容　県央寮職員との面談、施設見学

◇入居要件　以下の状況を総合的に検討します。

　①環境状況　住居または家族の状況で在宅生活

　　　　　　　が困難か

　②経済状況　日常生活を営む上で経済的に困窮

　　　　　　　しているか

　③健康状態　集団生活が可能で日常の動作はで

　　　　　　　きるが、在宅での支援サービスを

　　　　　　　利用しても、生活が困難か

◇申込方法　土・日・祝日を除く午前8時30分～午

　　　　　　後5時に電話でお申し込みください。

※相談時間は申込時に調整します。申し込み多数

　の場合は、別の日程で調整する場合があります。

◆申込・問い合わせ：

　広域養護老人ホーム県央寮　☎34-1010

県央寮入所相談会

去
年
今
年
語
る
は
自
慢
話
か
な

木
の
葉
下
す
っ
か
り
カ
エ
ル
冬
じ
た
く

ど
の
庭
も
落
葉
か
さ
な
る
暮
近
し

ひ
ら
ひ
ら
と
木
の
葉
舞
落
る
秋
の
午
後

冬
立
つ
や
夕
餉
の
卓
に
湯
気
の
も
の

連
峰
が
ご
ま
塩
と
な
り
冬
至
る

鍬
の
柄
に
あ
き
つ
息
め
り
小
昼
刻

耳
鳴
り
の
修
羅
を
つ
ん
ざ
く
冬
の
鵙

親
子
し
て
夜
寒
の
咳
を
ひ
と
つ
づ
つ

花
梨
の
実
孤
独
に
垂
れ
て
揺
れ
も
せ
ず
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

年末年始も安心安全を目指して

青色回転灯パトロールを実施しました

年末年始も安心安全を目指して

青色回転灯パトロールを実施しました

いつもおいしい野菜をありがとう！！竹の友幼児園で給食交流会いつもおいしい野菜をありがとう！！竹の友幼児園で給食交流会いつもおいしい野菜をありがとう！！竹の友幼児園で給食交流会

20広報  たがみまち 「　　　      」 12月号  ●

とりささみ…2本　　塩くらげ…２０ｇ　　きゅうり…1/2本

キャベツ…８０ｇ　　にんじん…20ｇ　　もやし…1袋

コーン缶…20ｇ　　切り干し大根…10ｇ　　

調味料　　

　　酢…小さじ１　　塩…少々　　しょうゆ…大さじ１/2

　　ごま油…小さじ1/2　　いりごま…小さじ１

最近めっきり寒くなりましたね。年末年始、体調管理に気を付けて過ごしましよう。
みなさんよいお年をお迎えください。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

広報　たがみまち広報　たがみまち

ま　ち

2015
平成27年

◆国民健康保険税９期

◆固定資産税３期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（11月30日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,157
± 0

12,347
－ 6

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　今月は、給食で人気のある「チキンサラダ」を町学校給食共同調理場杉山栄

養教諭が紹介します。このサラダは、とりささみが入ることで野菜が食べやす

くなります。また、切り干し大根は給食でもよく使われていて、カルシウムや

鉄、食物せんいがとれてドレッシングにもとてもよく合います。

　共同調理場は、田上中学校の校舎内にあります。13名いる調理員が、米飯の

日は11人、パン・めんの日は10人で給食を作っています。調理場から離れてい

る田上小学校と羽生田小学校へは、調理員、栄養教諭が度々訪れ、子どもたち

と楽しく会食したり、食に関する話をしたりすることで、交流しています。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

子どもたちも、お家
の人と協力して作っ
てみてネ！
　　　　ももねより

作り方 ①とりささみはゆでて冷まし、食べやすくさく。

②塩くらげは、塩抜きし、ゆでて水冷する。

③きゅうりは、せん切りにして、かるく塩でもむ。

④キャベツとにんじんは、せん切りにして茹で、冷ます。

⑤もやしは、水からゆで、沸騰後すぐに水にさらす。

⑥切干大根はもどして3㎝に切り、茹でて、冷ます。

⑦小松菜は3㎝に切り、茹でて冷ます。

⑧調味料を合せ、①～⑥、コーンと和える。器に盛り、ごまをふる。

【担当のコーナー】

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（4人分）

★チキンサラダ　

　11月19日の食育の日に、幼児園の５歳児と給食の野菜を納品して

いる生産者の方と交流会が開催されました。子どもたちからは、「ど

んな野菜をつくっていますか？」「人参は好きですか？」等の質問に

「季節ごとにいろんな野菜を作っています。」や「人参を毎日食べて

いるのでかぜに負けませんよ。好き嫌いなく食べましょう。」と話し

ていただきました。食事中も、生産者の皆さんとの会話もはずみ、

毎日食べる野菜をより身近に感じ、食べ物の大切さを学ぶことがで

きました。

12
No.553

お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
学校給食のおすすめレシピ

★田上町学校給食共同調理場の紹介

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

2015
N

o.553
12

《調理のポイント》

　　✿野菜はかために茹で、ささみやくらげの歯ごたえに合せるとおいしいです。

　　✿塩くらげは食感がよくなるので、ぜひ加えてほしいです。

　　✿茹で野菜の水気をよく切り、食べる直前にドレッシングであえる。

給食献立

　　・なめこうどん
　・えびいかかきあげ
　・チキンサラダ
　・洋梨ゼリー
　・牛乳


